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［要　約］

微細藻類 Coccomyxa 抽出物多糖体溶液（Coccomyxa 溶液）の鼻腔内投与が子豚の呼吸器疾病に関与
する抗体価に及ぼす影響について、蒸留水または 1% Coccomyxa 溶液を用いた対照区および試験区を設
置して検討した。調査期間中の供試豚の発育は、投与開始から 6 週目（77 ～ 78 日齢）の体重および 4
～ 6 週の一日平均増体量が対照区に比べ試験区で高い傾向を示した（P<0.1）。抗体価調査では、豚繁殖・
呼吸障害症候群（PRRS）および豚胸膜性肺炎（APP）の抗体価は両区において陽性豚はみられなかった。
また、豚サーコウイルス 2 型（PCV2）感染症の抗体価も両区とも低い値を示したが、マイコプラズマ
性肺炎（MPS）の抗体価は、対照区が試験区に比べ高い傾向を示し（P<0.1）、陽性率も高かった。よっ
て Coccomyxa 溶液の鼻腔内投与は子豚の MPS 感染を低減させる可能性が考えられた。
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［緒　言］

日本における養豚生産現場では、生産性を低
下させる慢性疾病の浸潤が課題となっており

［12, 24］、衛生環境の整備、清掃消毒の徹底、
ワクチンや抗菌剤投与等の慢性疾病対策が行わ
れている［9, 20］。一方、抗菌剤等に依存しな
い養豚業推進のために、いくつかの生産性向上
を目指した研究が行われている［21-23, 26］。

著者らも、抗菌剤等に依存しない養豚業推進
のために、ヒトの単純ヘルペスウイルスⅠ型や
A 型インフルエンザウイルス等に対して抗ウ
イルス活性が高く［4, 6, 8］、鶏では伝染性ファ
ブリキウス嚢病ウイルスの増殖抑制が報告され
ている微細藻類 Coccomyxa 抽出物多糖体［2, 7］
投与が豚慢性疾病対策資材として活用が期待で
きると考え、同多糖体溶液の子豚への投与によ
る発育や血液成分および免疫関連遺伝子発現に
及ぼす影響について検討した［25］。その結果、
同多糖体の鼻腔内投与を行った供試豚に比べ、
蒸留水のみの投与を行った供試豚で炎症性生理
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学的反応が強く現れたことを報告した［25］。
著者らが実験を行った養豚施設では冬場におい
て発咳がみられる豚が確認できることから、こ
の炎症性生理学的反応は呼吸器系疾病の常在に
起因するものと考えた。

そこで本研究では、Coccomyxa 溶液の鼻腔内
投与の有無による炎症性生理学的反応の差の要
因を検討するため、Coccomyxa 溶液の鼻腔内投
与が子豚の呼吸器系疾病に関与する抗体価に及
ぼす影響について検討した。

［材料と方法］

1．調査方法
本研究は、酪農学園豚コンベンショナル農場

において、2014 年 1 月 7 日から 3 月 31 日にか
けて実施した。供試豚には繁殖雌豚 2 腹から生
産された生後 35 ～ 36 日齢の WLD 去勢雄 8 頭
および雌 4 頭、計 12 頭を用いた。これらの豚は、
蒸留水を用いた対照区と 1% （W/V）Coccomyxa
抽出物多糖体（アジュバン－ EX，日健製薬工
業株式会社）を蒸留水に溶解した溶液を用いた
試験区に、1 腹目は各区に去勢雄および雌各 1
頭の計 2 頭ずつ、2 腹目は各区に去勢雄 3 頭、
雌 1 頭の計 4 頭ずつを配置し、腹ごとに両区の
豚を同一豚房で同居させた。供試豚には開始後
6 週目（生後 77 ～ 78 日齢）まで、各溶液を毎
日鼻腔内噴霧し、開始 2 週目、4 週目、6 週目
に体重測定を行うとともに、6 週目にはプレイ
ン採血管にて外頸静脈より採血を行った。なお、
本研究に用いた子豚およびその子豚を娩出した
母豚へのワクチン接種は行っていない。

一方、これまでに Coccomyxa 抽出物多糖体
の抗ウイルス活性を検討した研究［2, 8］にお
いて用いられた多糖体は Coccomyxa 藻体から
アルカリ溶液で抽出した酸性多糖体である［6］。
しかし、本研究で用いた同多糖体は Coccomyxa
藻体から熱水でのみ抽出した多糖体（アジュバ
ン－ EX）を用いたため、その栄養成分や構成
糖の割合についてもロットの異なる 2 サンプル
を用いて調査を行った。栄養成分については常
法［13］に基づき分析を行った。また、同多糖
体の構成糖の分析については既存の報告［5］
をもとに、グルコース、ガラクトース、マンノー
ス、リボース、アラビノース、キシロース、ラ
ムノース、フコース、ガラクツロン酸およびグ

ルクロン酸量について定量を行った。
これらの定量では、Saeman らの方法［16］

に準じて試料の加水分解を行い、メンブラン
フィルター（孔径 0.45μL，PALL Corporation）
でろ過を行ったものを試験溶液として、高速液
体クロマトグラフィー（以下 HPLC）により定
量した。なお、HPLC の機種及び測定条件は構
成糖の種類により異なるため、それらについて
は以下に示した。すなわち、グルコース、ガラ
クトース、マンノース、リボース、アラビノー
ス、キシロース、ラムノース、フコース定量の
HPLC は LC-20AD（株式会社島津製作所）、カ
ラムは TSKgel SugarAXI（φ 4.6mm × 150mm，
東ソ－株式会社）、検出器は蛍光検出器（RF-
20AXS， 株 式 会 社 島 津 製 作 所 ）、 移 動 相 は
0.5mol/L ホウ酸緩衝液（pH 8.7）を用い、流量
0.4mL/ 分、 カ ラ ム 温 度 60 ℃、 試 料 注 入 量
20μL の条件で測定した。また、ガラクツロン
酸およびグルクロン酸定量の HPLC は ICS-
3000（日本ダイオネクス株式会社）、カラムは
CarboPac PA1（φ 4.0mm × 250mm，サーモ
フィッシャーサイエンティフィック株式会社）、
検出器はパルスドアンペロメトリー検出器

（ED，日本ダイオネクス株式会社）、移動相は
0.1mol/L 水酸化ナトリウム溶液および 0.1mol/
L 酢酸ナトリウム混合溶液（1：1）を用い、流
量 1mL/ 分、カラム温度 32℃、試料注入量
5μL の条件で測定した。なお、各糖の構成割
合は、可溶性無窒素物含量に対する割合として
示した。

2．呼吸器疾病抗体価の測定
採取した血液を遠心分離（3,000rpm 10 分間）

後、上清を抗体価測定試料とした。
対 象 疾 病 は サ ー コ ウ イ ル ス 2 型 感 染 症

（PCV2）、豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）、
豚マイコプラズマ性肺炎（MPS）、豚胸膜性肺
炎（APP）とした。各疾病抗体価は、PCV2 で
は SERELISA PCV2 Ab（SYMBIOTICS 社 ）
抗 体 測 定 キ ッ ト を 用 い た ELISA 競 合 法、
PRRS では PRRS X3 エリーザキット（IDEXX
社）を用いた ELISA 法、MPS では p46 特異
抗体に対するモノクローナル抗体と p46 リコ
ンビナント蛋白を用いたダブルサンドイッチ
ELISA 法 [11]、APP では日生研アグテック
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AP2（日生研株式会社）を用いた血清型 2 型ラ
テックス凝集抗体価測定法により測定した。ま
た、各抗体陽性の基準は、プロトコールの記載
どおり PRRS は ELISA の S/P 比が 0.4 以上、
MPS は ELISA 抗体価が 0.2 以上、APP はラテッ
ク ス 凝 集 抗 体 価 が 8 倍 以 上 と し た。 な お、
PCV2 についてはプロトコール上の抗体陽性基
準がなかったため、抗体陽性または陰性の判断
は行わなかった。

3．統計処理
本研究では、各区とも同腹豚の去勢雄及び雌

の頭数を同数配置した。このことから、各区に
おける 2 週間ごとの体重と一日平均増体量、
APP を除く PCV2、PRRS および MPS の抗体
価については去勢雄および雌をまとめて統計処
理して、処理区間データの差の検定については、
StudentまたはWelchのt検定により実施した。
なお、PCV2 における抗体価では、検出限界の
1.60 未満の個体が存在したことから、抗体価が
1.60 未満の個体については抗体価 1.60 として
統計処理を行った。

4．動物実験の承認
本研究は酪農学園大学動物実験委員会の承認

を得て（承認番号 DH25B1）、酪農学園大学動
物実験指針、酪農学園大学実験動物の飼養およ
び保管に関する基準に基づき実施した。

［結果］

1．Coccomyxa 抽出物多糖体の栄養成分およ
び糖構成割合

本研究で用いた Coccomyxa 抽出物多糖体の
栄養成分および主要な含有糖類割合を表 1 に示
した。

同多糖体の乾物中栄養成分では粗タンパク質
が 27.3 ± 0.0%、粗脂肪が 0.7 ± 0.1%、可溶性
無窒素物が 57.4 ± 0.0%、粗繊維が 0.9 ± 0.2%、
粗灰分が 13.8 ± 0.1% と可溶性無窒素物が最も
高い値を示し、次いで粗タンパク質、粗灰分の
順に高く、粗繊維と粗脂肪は低い値を示してい
た。

また、同多糖体における可溶性無窒素物に対
する主要な含有糖類割合では、グルコースが
56.1 ± 0.5%、ガラクトースが 0.5 ± 0.0%、マ
ンノースが 6.6 ± 0.0%、リボースが 1.4 ± 0.0%、
キシロースが 0.6 ± 0.1%、ラムノースが 0.5 ±
0.0%、グルクロン酸が 0.8 ± 0.1% であり、グ
ルコースが最も高い値を示し、次いでマンノー
ス、リボース、グルクロン酸、キシロース、ガ
ラクトースおよびラムノースの順で高い値を示
したが、アラビノースとフコース、ガラクツロ
ン酸は検出限界以下であった。

2．発育調査
各区供試豚の発育成績を表 2 に示した。
試験開始時（35 ～ 36 日齢）の体重は両区と

も平均 9.5kg であった。また、試験開始後 2 週

The Journal of Farm Animal in Infectious Disease
Vol.9 No.1 2020

EFFECT OF COCCOMYXA GLOEOBOTRYDIFORMIS  
POLYSACCHARIDE ON ANTIBODY TITER IN PIGLETS

－ 11 －

18 
 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

可溶性無窒素物
乾物含量
（％） 粗灰分

可溶性無窒素物含量中の主な糖含量割合

グルコース ガラクトース マンノース

粗タンパク質

0.9 ± 0.2

キシロース

粗脂肪

56.1 ± 0.5

粗繊維

6.6 ± 0.0

表１ 微細藻類 Coccomyxa 抽出物多糖体の栄養成分と含有糖類割合（乾物）

90.4 ± 0.1 27.3 ± 0.0 0.7 ± 0.1 57.4 ± 0.0

0.6 ± 0.1

13.8 ± 0.1

0.5 ± 0.0

一般組成割合 (%)

1.4 ± 0.0

アラビノース、フコース、ガラクツロン酸は検出限界以下（検出限界＜0.2％）

リボース

0.5 ± 0.0

ラムノース グルクロン酸

平均値±標準偏差 (n=2).
0.8 ± 0.1
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表1　微細藻類Coccomyxa抽出物多糖体の栄養成分と含有糖類割合（乾物）



目（49 ～ 50 日齢）および 4 週目（63 ～ 64 日齢）
においても両区間の体重に有意な差はみられな
かったが、6 週目（77 ～ 78 日齢）では対照区
が 39.0 ± 3.0 kg、試験区が 42.0 ± 2.2 kg と対
照区に比べ試験区で高い傾向を示した（P<0.1）。
また、一日平均増体量は 0 ～ 2 週、2 ～ 4 週で

は両区間には有意な差はみられなかったが、4
～ 6 週では対照区が 791.7 ± 104.5 g、試験区が
928.6 ± 94.5 g と対照区に比べ試験区で高い傾
向がみられた（P<0.1）。
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供試頭数（頭）
対照区 試験区

2 2
4 4

39.0 ± 3.0 42.0 ± 2.2

4‒6 週間 791.7 ± 104.5 928.6 ±  94.5

体重 (kg) 開始時

2 週目

4 週目

6 週目

27.9 ± 2.2 27.6 ± 4.5

 9.5 ± 1.2  9.5 ± 1.9

0‒2 週間 527.1 ± 100.5 519.9 ±  95.6

2‒4 週間 791.7 ± 124.6 773.8 ± 174.5

一日平均増体量 (g)

16.8 ± 1.6 16.8 ± 3.1

雌
去勢雄

表２ Cocomyxa 溶液の鼻腔内噴霧期間中における子豚の体重変化

平均値± 標準偏差

(49‒50 日齢)

(63‒64 日齢)

(35‒36 日齢)

(77‒78 日齢)

0.9002

0.8426

0.0504

P値

0.9845

0.9544

0.8747

0.0905
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No. 性
1 ♀ (陰性) (陽性) (陰性)
2 ♂ (陰性) (陽性) (陰性)
3 ♀ (陰性) (陰性) (陰性)
4 ♂ (陰性) (陽性) (陰性)
5 ♂ (陰性) (陽性) (陰性)
6 ♂ (陰性) (陽性) (陰性)

1 ♀ (陰性) (陰性) (陰性)
2 ♂ (陰性) (陰性) (陰性)
3 ♀ (陰性) (陰性) (陰性)
4 ♂ (陰性) (陰性) (陰性)
5 ♂ (陰性) (陰性) (陰性)
6 ♂ (陰性) (陽性) (陰性)

抗体陽性率(%)

抗体陽性率 (%)

PCV2：豚サーコウイルスⅡ型感染症

− 0.0 16.7
1.77 0.00

<8

1.90 0.00 0.108 <8

0.0
<8

MPS ：豚マイコプラズマ肺炎
PRRS：豚繁殖・呼吸器障害症候群

試験区

2.08 0.00 0.187

0.00 0.1871.94

APP  ：豚胸膜肺炎

1.93 0.00 0.043 <8

− 0.0 83.3 0.0

0.295

1.90

1.90 0.01 0.017 <8
<8

<80.385

<1.60 0.00 <8

<8
<1.60 0.00 0.574 <8
1.76 0.00 0.462

0.00 0.054 <8対照区

1.90 0.01 1.527 <8
0.00

0.524

表３ Coccomyx a 溶液の鼻腔内噴霧が子豚の血清中呼吸器疾病抗体価に及ぼす影響
区 PCV2 PRRS MPS APP  

P値 0.1268 1.000 0.0824 −

1.98
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表2　Coccomyxa溶液の鼻腔内噴霧期間中における子豚の体重変化

表3　Coccomyxa溶液の鼻腔内噴霧が子豚の血清中呼吸器疾病抗体価に及ぼす影響

PCV2：豚サーコウイルスⅡ型感染症
PRRS：豚繁殖・呼吸障害症候群
MPS  ：豚マイコプラズマ肺炎
APP  ：豚胸膜肺炎



3．抗体価測定調査
両区豚における鼻腔内投与開始 6 週目（77 ～

78 日齢）の PCV2、PRRS、MPS および APP
の抗体価を表 3 に示した。

PRRS の抗体価は 0.01 が両区とも各 1 頭ずつ
みられたが、その他の豚は両区ともゼロを示し、
両区間に有意な差はみられなかった。また
APP においても抗体価は両区とも全ての供試
豚で 8 倍未満を示し、PRRS および APP とも
に抗体陽性率は両区とも 0% であった。

PCV2 では、対照区の抗体価が 1.60 未満の豚
が 2 頭みられたが、その他の豚は 1.76 ～ 1.98
であり、試験区の抗体価も 1.77 ～ 2.08 と両区
ともほぼ同じ値を示し、両区間に有意な差はみ
られなかった。

MPS の抗体価は、対照区で 0.054 と低い値を
示した豚が 1 頭みられた。しかし、その他の豚
は 0.385 ～ 1.527 と高い値を示し、抗体陽性率
は 83.3% であった。一方、試験区の抗体価は
0.295 と高い値を示した豚が 1 頭みられたもの
の、その他の豚は0.017～0.187と低い値を示し、
抗体陽性率は 16.7% であり、対照区の抗体価は
試験区に比べ高い傾向を示していた（P<0.1）。

［考察］

これまでに Coccomyxa 抽出物多糖体の抗ウ
イルス活性を検討した研究［2, 8］で用いられ
た酸性多糖体の主たる構成糖成分はガラクトー
ス、マンノース、グルコース、アラビノース、
キシロース、ラムノースであり［8］、これら糖
類が抗ウイルス活性を示すことが報告されてい
る［2, 4, 6-8］。現在は、熱水抽出のみで同多糖
体を抽出する方法が新たに開発され、本研究で
はこの抽出法にて製造された多糖体を用いた。
このため、本研究では新たな抽出法にて抽出さ
れた同抽出物多糖体の栄養成分とその主要な含
有糖類割合について調査を行った。その結果、
この抽出物多糖体の栄養成分は可溶性無窒素物
含量がその多くを占め、次いで粗タンパク質、
粗灰分の順で含量が高く、粗脂肪と粗繊維含量
が低いものであった。なお、本抽出物多糖体中
の粗脂肪含量が極めて低い値を示したのは、ア
ルカリ溶液による酸性多糖体抽出［6］と同様、
抗ウイルス活性能向上のため、製造の際に脱脂
工程を複数回実施しているためと考える。また、

可溶性無窒素物に対する主要な含有糖類割合で
は、グルコースが最も高い値を示すとともに、
その割合は可溶性無窒素物の半分以上を占め、
次いでマンノースが高い値を示したことは、
Coccomyxa 藻体における糖構成の報告［5］と
ほぼ同様な結果であった。さらに、今回の栄養
成分組成および主要な含有糖類割合の分析値に
おいてもばらつきが少なかったことから、本研
究で使用した多糖体の抽出方法は、精度が高く、
Cocomyxa 藻体の多糖体を十分に抽出でき、そ
の主要な糖類はグルコースであることが確認で
きた。

一方、子豚において PRRS、MPS、APP の
母豚からの移行抗体消失時期はそれぞれ 4 週
齢、6 ～ 9 週齢、6 ～ 10 週齢であることが報告
されており［3］、PCV2 の移行抗体は通常 4 週
齢～ 12 週齢にかけて低下することが示されて
いる［1，15］。本研究においては PCR による
各病原体の有無にかかる遺伝子検査は行ってい
ないため、感染の確定には至らないものの、抗
体価測定のための採血を行った時期は試験開始
後 6 週目の 11 週齢（77 ～ 78 日齢）であり、
それぞれの移行抗体消失時期はほぼ過ぎている
ことから、本研究で検出される抗体価の差は、
各疾病の原因病原体による野外の水平感染の有
無によりみられる現象であるものと考えられ
る。

本研究における抗体価の結果では、PRRS お
よび APP においてその抗体価は両区とも低い
値を示し、両区間に差はなく、抗体陽性豚もみ
られなかったことから、本研究に供試した豚は
両区ともに PRRS および APP への感染は低
かったもの考える。

また、PCV2 では対照区で抗体価 1.60 未満の
豚が 2 頭みられたものの、その他の豚は両区と
もほぼ同じ値を示し、両区間に差はなかった。
本研究の77～78日齢の抗体価は、日本のコマー
シャル農場での離乳子豚の PCV2 感染状況を
日齢ごとに検討している Sasaki らの報告［17］
における抗体価の最低値（39 ～ 46 日齢）とほ
ぼ同じ値であり、同報告［17］の 78 日齢の抗
体価に比べても極めて低いものであったことか
ら、本研究における両区の PCV2 感染の可能
性も低いことが考えられた。

一方、MPS の抗体価は、試験区に比べ対照
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区が高い傾向を示し、抗体陽性率も対照区が
83.3%、試験区が 16.7% と対照区で高い値を示
した。

Coccomyxa 抽出物多糖体は、ヒト A 型イン
フルエンザウイルスと結合して、ウイルスが宿
主細胞に吸着・侵入することを物理的に阻害す
ることにより、同ウイルスの増殖を抑制するこ
とが報告されている［6, 8］。また、鶏ファブリ
キウス嚢病ウイルスに対しては、鶏末梢血単核
細胞を活性化し、脾臓リンパ球および DT-40
の細胞の増加を促進させるとともに、同ウイル
ス粒子の非活性化または吸着を阻害し、その複
製を抑制することが報告されている［2, 7］。す
なわち、Coccomyxa 抽出物多糖体はウイルスに
対して物理的に宿主細胞への吸着と侵入を阻害
することによりウイルスの増殖を抑制するとと
もに、投与された動物の免疫活性能を有する物
質と考えられる。これまでの報告は病原性ウイ
ルスに対する Coccomyxa 抽出物多糖体の作用
を検討したものであるが［2, 8］、本研究では
MPS に対する増殖抑制効果が期待できる可能
性が考えられた。本研究における Coccomyxa
抽出物多糖体投与による MPS 抗体価低下の要
因については、既存研究［2, 8］とは原因病原
体の形状の違いはあるものの、これまでの報告

［2, 6-8］と同様、Coccomyxa 抽出物多糖体の宿
主細胞への物理的侵入阻害作用による原因病原
体の増殖抑制や、投与動物の免疫能活性化作用
が要因として現れた現象の可能性が考えられる
が、この要因については今後の検討課題とした
い。

また、本研究における供試豚は、試験開始 6
週目の体重と 4 ～ 6 週の一日平均増体量が対照
区に比べ試験区で高い傾向がみられた。MPS
の移行抗体消失時期は 6 ～ 9 週齢であることか
ら［3］、本研究における対照区の供試豚は移行
抗体の消失とともに MPS に感染して抗体陽性
率が高くなったものの、試験区の供試豚は
Coccomyxa 溶液の鼻腔内投与により MPS の感
染が防御されたことにより抗体陽性率が低い値
を示し、結果として試験開始 6 週目の体重と 4
～ 6 週の一日平均増体量に影響を与えた可能性
が示唆された。

一方、秋から冬にかけて Coccomyxa 溶液の
鼻腔内投与により子豚の発育、血液成分および

免疫関連遺伝子発現に及ぼす影響を検討した著
者らの報告［25］では、発育成績において
Coccomyxa 溶液の鼻腔内投与の有無による差は
みられなかった。しかし冬場に実施した本研究
においては試験開始 6 週目の体重と 4 ～ 6 週の
一日平均増体量が対照区に比べ試験区で高い傾
向がみられた。野外における肺炎の発症は晩秋
から初春の寒冷期における急激な寒冷感作によ
り誘発され［18］、冬場は豚の体力や抵抗性が
低下し、呼吸器粘膜が弱くなること、さらには
換気不良により畜舎環境が悪化し、冬場のマイ
コプラズマ肺炎（MPS）は重篤化することが
報告されている［27］。このことから、冬場に
実施した本研究の供試豚は、秋から冬にかけて
実施した著者らの研究［25］の供試豚に比べ、
環境悪化や呼吸器粘膜の脆弱化等によって、
MPS 病原体の宿主細胞への侵入による病原体
の増殖が促進されるほかに、供試豚の免疫力の
低下が起こり、結果として MPS 感染が高まっ
たものの、試験区の豚については Coccomyxa
溶液の鼻腔内投与によって MPS 感染防御が図
られ、結果として対照区との間に発育上の差が
現れた可能性が考えられた。

MPSの原因菌であるMycoplasma hyopneumoniae
の感染は移行抗体が消失する 1 ～ 2 ヶ月齢以降
に起こっているものと考えられており［14］、
本研究ではこの移行抗体消失時期を考慮して
35 ～ 36 日齢の子豚に対して Coccomyxa 溶液の
鼻腔内投与を開始した。しかし、MPS につい
てはキャリア母豚から哺乳豚への垂直感染が起
こることも報告されている［10, 19］。このため、
MPS 対策としては哺乳豚の時期からの対策が
必要と考え、その対策として鼻腔を介した刺激
が粘膜免疫を効率よく疾病感染防御に誘導ある
いは増強できる可能性が考えられる Coccomyxa 
抽出物多糖体溶液の鼻腔内投与は有効な方法で
あると考えられた。今後は Coccomyxa 抽出物
多糖体の MPS 感染防御の機序や効率的な投与
方法について詳細な検討が必要であると考え
る。

また、本研究において使用した豚コンベン
ショナル農場では PRRS、APP および PCV2
の各原因病原体に対する抗体価は低く、これら
疾病の感染の可能性は低かったため、Coccomyxa 
抽出物多糖体がこれら疾病の感染抑制に関与し
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ているかについては確認できなかった。さらに、
MPS についても前述のとおり PCR による各病
原体の有無にかかる遺伝子検査は行っていな
い。したがって、今後は、Coccomyxa 抽出物多
糖体の豚慢性疾病原因ウイルスまたは細菌に対
する増殖抑制能について詳細な検討が必要であ
るものと考える。
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【Abstract】

To examine its usefulness as a measure of chronic illness, we evaluated the effect of intranasal administration 
of a mist solution containing polysaccharide components from Coccomyxa gloeobotrydiformis, a green alga, on 
the titers of antibodies produced during a variety of respiratory diseases in piglets. Twelve three-way crossbred 
(Landrace × Large White × Duroc) piglets (age, 35–36 days) with an average body weight of approximately 9.5 kg 
were divided into two groups in preparation for measurements of body weight gain and antibody titers. The piglets 
received either distilled water only (control group) or a distilled water solution containing 1% (W/V) 
polysaccharide derived from Coccomyxa gloeobotrydiformis (experimental group) sprayed into the nose daily for 
6 weeks. The body weight at week 6 (age, 77–78 days), and the daily body weight gain between weeks 4 and 6, 
tended to be higher in the experimental group than in the control group (P<0.1). The titers of antibodies directed 
against porcine reproductive and respiratory syndrome (PRRS) virus, Actinobacillus pleuropneumoniae (APP), 
and porcine circovirus 2 (PCV2) were low in both groups at week 6. However, the titer of anti-Mycoplasma 
hyopneumoniae of swine (MPS) antibodies tended to be higher in the control group than in the experimental group 
(P<0.1). The anti-MPS positivity rate was 83.3% in the control group and 16.7% in the experimental group.

Keywords: Coccomyxa, piglet, respiratory diseases antibody titers
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